
令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 6-1-4-(4) 

事業名 土地改良施設維持事業 

 
 
■基礎情報 

目的 農業経営の合理化を図るため、用排水路の計画的な維持管理を行う。 

事務内容 

・老朽化の進んだ土地改良施設の更新を行

い、農業労力の軽減、農業用車両の安全

確保、用排水路の通水不良の改善・修繕

を行う。 

・用排水施設の点検、修繕 

現在における

経過又は課題 

・用・排水路等、農業施設の老朽化により、修繕が必要な箇所が増加しているため、農

業経営に支障をきたさないよう、施設の適切な維持管理を図る必要がある。 

・農地沿いの道路の法面、用・排水路の除草は、従来、農業従事者が担っていたが、高

齢化等もあり、行うことができなくなっているため、町に対し、年間を通し、除草要

望が多く寄せられている。 

・町内全体の農業施設について、計画的に改修を進めていくには、財政的にも、将来の

土地利用を想定しても、難しい状況にある。 

・農業集落排水施設として運用されていた「クリーンセンター」（水処理施設）が、公

共下水道への編入によって、その役割を終えた。今後、その施設の有効利用を図るた

め、建設課から移管を受け、土地改良施設等の「資材倉庫」として維持管理を行う必

要がある。 

令和６年度の

目標又は 

改善策 

・補助等を活用した土地改良事業での計画、整備を勘案しながら、用・排水路等施設の

定期的な点検や修繕、更新を行い、農業施設全般の維持管理を図る。 

・各区等からの農業施設に関する要望に対し、早期に回答するとともに、修繕等を行う。 

・ゲートの故障は、時期によっては災害に繋がりかねないことから、補助金を活用し用

排水ゲートの更新を行う。また、勾配不良等による通水不良がある用水路についても

補助金を活用し、更新を行う。 

・「資材倉庫」（旧クリーンセンター：水処理施設）の有効利用を図るための検討をする。 



■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第５章 未来へと引き継ぐ環境保全とまちの活力を創造する 

基本政策 第２節 産業・経済 

成

果

指

標 

用排水施設である「ゲート」の計画的修繕を行う（令和２年調査） 

（現有施設５１基中、修繕対象３５基：Ａ判定６基 Ｂ判定１４基：Ｃ判定１５）早期対応Ａ 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

- 0 2 1 2 2 2 3 

 
■３年間の目標 

目標 用排水施設である「ゲート」の計画的修繕を行う 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

ゲート取替等修繕数（基） 2 2 2 3 3 

 
■２年後、３年後の主な計画 

年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 修繕計画に基づき、補助を活用して施設の長寿命化を図る 

Ｒ８年度 修繕計画に基づき、補助を活用して施設の長寿命化を図る 

 

■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

4 ～9 

 

 

9 

 

随時 

用排水施設保守点検委託業務発注 

用水管理 

 

翌年度補助対象工事箇所の選定 

 

用排水路修繕等工事 

 



■目標又は改善策に対する取組内容 

【工事請負費】 

【単独土地改良事業 補助事業】（補助金７,６１７,０００円 ６/１０） 

かんがい排水工事 白金地区 ：ゲート改修     １基 ３,１０２,０００円 

かんがい排水工事 丸地区  ：ゲート改修     １基 ３,６５２,０００円 

かんがい排水工事 東神薙地区：用水路入替 Ｌ＝１８７ｍ ５,９４３,３００円 

    （単独費）東神薙地区（付帯工）：張ｺﾝｸﾘｰﾄ、乗入設置 ２工事 ２,３５４,０００円 

 県費補助事業を活用し、老朽化した土地改良施設（ゲート２基）の更新及び老朽化した用水路の入替

工事を実施。 

【単独事業】 

 用（排）水路維持工事   １４工事 ８,６４９,３００円 

 用水路維持工事      ８工事 ４,４００,０００円 

 用水施設維持工事     １工事   ５４０,１００円 

 老朽化した土地改良施設（用排水路、ゲート、除塵機等）の補修等を実施。 

【施設管理】 

 ・渇水期（４、５月）に、町が管理する用水路のゲート、水門の動作確認の他、施設の構造によりグ

リース注油、操作盤の点検等を実施。 

 ・４月下旬の田植配水開始から９月下旬の配水終了までの間、用排水路の適切な通水管理に努めた。 

 ・大雨等荒天による被害を最小限に留めるため、事前に町内の用排水施設等を巡回し、流量調整に努

めた。 

 

■評価 

・老朽化等により通水不良となった用排水路等農業施設を更新することにより、健全な農業経営に寄与

することができた。 

・農業従事者等からは、田植配水が始まる頃に、農業施設の修繕要望が多く寄せられており、緊急度を

鑑みながら、通水前や中干し期に修繕対応できた。 

・毎年度、用排水路ゲート及び水門の点検を実施しており、ゲートや用水路施設の老朽度を鑑みながら、

補助金を活用し、適切な施設更新を計画していく必要がある。 

・「資材倉庫」（旧クリーンセンター）については、樹木管理等を継続実施しており、他の有効活用につ

いては、伐採した樹木を薪等に加工・保管場所としての利用ができないか検討を進めている。 

 



令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 8-2-2-(3) 

事業名 道路維持管理事業 

 
 
■基礎情報 

目的 安全で安心した生活環境を維持するため、道路施設の長寿命化を図る。 

事務内容 

・舗装、道路維持修繕等工事 

・道路樹木の維持管理 

・道路台帳更新業務 

・住民団体による道路樹木の維持管理 

・道路側溝の浚渫 

 

現在における

経過又は課題 

・道路、道路付属施設等の公共土木施設の多くは、老朽化により、修繕、更新が必要に

なっている。道路付属物のうち照明灯、大型標識については、定期点検（平成２６年

度）から１０年が経過しようとしており、老朽化等による高所部材の落下等の事故防

止のため、詳細な点検を行う必要がある。 

・過去の工事履歴等が台帳等に整理されているものの、舗装工事の施工後の掘り返し規

制に関し、占用許可による工事等の窓口対応時に活用されず、矛盾が生じていたが、

現在は、各占用者との事前調整により解消されつつある。 

・交差点付近ではカーブミラー、通学路ではカラー塗装、防護柵、歩道設置等の要望が

多く寄せられている。道路は車両だけでなく、歩行者も利用するため、双方の安全を

確保し、交通事故を未然に防ぐためにも、各種交通安全施設の充実を図る必要がある。 

・近年、草刈りの要望が非常に多く対応しきれない状況にある。 

・（都）愛岐南北線に整備進捗状況により、「ゾーン３０」並びに「歩行者信号機」設置

等調整が必要な事項を整理する必要がある。 

・五条川沿線車道において、河川への転落を抑止する施設を有している箇所とそうでは

ない箇所が顕在する。 

・町制６０周年事業で築造された花見橋は、開通後１年が経過したが、木製であるため、

初期は乾燥収縮により、連結等ボルトのゆるみや塗装の劣化が懸念される。 



令和６年度の

目標又は 

改善策 

・道路、道路付属施設等の日常的な巡視や修繕、更新を行い、利用者の安全確保を図る。

また、照明灯、大型標識の点検は、交付金採択を受けるため、要望及び整備計画の策

定を行う。 

・舗装工事について、占用工事の舗装復旧と調整を行い、コスト縮減及び生活道路の快

適性を向上する。 

・各区等からの道路に関する要望に対し、早期に回答するとともに修繕等を行う。 

・窓口対応時の記録を残すことにより、窓口指導等の公平性を図る。 

・見通しの悪い交差点や通学路を優先に、カーブミラーや防護柵等を設置する。また、

劣化により薄くなったグリーンベルトを塗り直し、通学路の交通安全対策の充実を図

る。（通学路交通安全プログラム）加えて、緊急点検の対応も併せて行う。 

・五条川沿線車道において、河川への転落を抑止する施設の計画的配置を図る。 

・花見橋は、初期点検を実施し、事故防止及び木材等の状況を把握することで長期的な

コスト縮減を図る。 

 
■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第３章 災害や犯罪に強く豊かな生活基盤を創造する 

基本政策 第２節 生活基盤 

成

果

指

標 

段差解消や道幅の確保など歩道の歩きやすさ・安全性の満足度 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

47.0% 51.8% 48.0% - - - - 53.0% 

 
■３年間の目標 

目標 

グリーンベルトの再塗装 

通学路上安全施設整備 

河川沿線車道安全対策 

道路付属施設（照明灯・大型標識）修繕・更新 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

グリーンベルトの再塗装：学校区 

南小 

北小 

西小 

南小 

北小 
西小 

西小 

北小 
北小 

通学路上安全施設整備（防止柵設置） 
南小 

北小 
北小 適宜 適宜 適宜 

河川沿線車道安全対策 

（パイプ・デリネーター等設置） 
  上流 中流 下流 適宜 

道路付属施設（照明灯・大型標識）点検・

修繕 
      点検 修繕 

 



■２年後、３年後の主な計画 
年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 

・グリーンベルトの再塗装 

・通学路上の防止柵設置 

・河川沿線車道に係る安全対策 

・道路付属施設点検 

Ｒ８年度 

・グリーンベルトの再塗装 

・通学路上の防止柵設置 

・河川沿線車道に係る安全対策 

・道路付属施設修繕 

 

■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

4～3 

5～2 

5～3 

4～6 

4～3 

 

随時 

道路樹木維持管理業務 

道路付属施設点検業務（交付金）要望・社会資本総合整備計画策定 

道路台帳更新業務 

各区の側溝等清掃の土砂搬出 

道路側溝の浚渫実施 

 

舗装、道路維持修繕等工事 

 
■目標又は改善策に対する取組内容 
【工事請負費】 

【維持工事】 

 ・カーブミラー修繕・整備工事    １２工事    ２,３１９,０００円 

 ・道路施設（デリネーター）設置工事  ５工事       ４１１,４００円 

 ・道路安全施設（ガードレール）工事  ６工事  １２,５３７,８００円 

 ・区画線、路面標示設置工事      ７工事     ５,９０５,９００円 

 ・側溝整備（補修）工事        ６工事  １３,０９０,０００円 

 ・道路維持工事           ２７工事 １５,５２０,２００円 

 ・路面補修、舗装工事        １５工事 ３１,１３９,６００円 

                   ７７工事 ８０,９２３,９００円 

【施設管理総括】 

 ・道路巡視や住民からの連絡により照明灯不具合を確認し、速やかに機器更新等修繕を実施。 

 ・主要町道歩道植栽帯については、中高木剪定は造園業者委託、低木の一部を地域団体に委託するこ

とにより、定期的な樹木剪定、除草剤散布及び施肥等を実施し、道路景観及び見通し等安全の確保

に努めた。 

 ・各地区の道路側溝等清掃のタイミングに合わせ、汚泥収集搬出業務を行うとともに、区要望と現場

状況を確認しながら浚渫業務を行うことにより機能保持に努めた。 

 ・各区要望を精査し、老朽度（緊急度）を考慮し、舗装や側溝更新、見通しが悪い交差点のカーブミ

ラー設置等実施した。 

 ・通学路関係整備については、通学路安全推進会議を通じ、学校、警察、県、庁内関係各課と改善箇

所と対策について情報共有実施、転落防止柵や横断歩道設置等計画的整備を実施した。 



■評価 

・グリーンベルト等路面標示については、通学路変更等により新規設置要望があるが、当初施工した箇

所についても消えかかっており、再度施工が必要な場所が出てきている。下水復旧工事計画と調整を

行ない、計画的な施工が必要。 

・窓口での随時要望のうち、局所的な舗装修繕及びカーブミラー等道路施設については、課内情報共有

しつつ、適時対応できたが、路肩の草刈り等については、要望過多により直営班による対応では、追

いついていない。 

 



令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 8-2-3-(3) 

事業名 河川排水路維持管理事業 

 
 
■基礎情報 

目的 
安全で安心した生活環境を維持するため、河川排水路施設の維持管理を行うとともに長

寿命化を図る。 

事務内容 

・用排水路の浚渫 

・住民団体への河川排水路の除草作業の委 

託 

・河川敷併用道路の草刈業務 

・河川排水路の維持管理工事 

・桜、尾北自然歩道維持管理業務 

 

 

現在における

経過又は課題 

・町内の河川排水路施設は、施設の老朽化、近年頻繁に起こる集中豪雨、宅地化の進展

により、多くの修繕又は改修工事が必要となっている。 

・土地改良事業により整備されてきた組立排水路の老朽化が進んでおり、豪雨時に破損

することがある。 

・道路側溝や排水路の暗渠化に伴い、浚渫要望の箇所が増えている。 

・オープン水路でも、多量の堆積物や雑草により流下能力が低下する施設がある。特に、

排水路敷における雑草の繁茂により、草刈りの要望が年々増加している。 

・五条川堤の桜並木及び尾北自然歩道の維持管理は、業務を事業者や地域団体に委託し

ているが、豪雨、台風等で倒れる恐れがある桜の早期発見まではできていない状況に

ある。 

・五条川堤の桜並木を維持するため、後継種となる「おおぐち観鋭桜」を適宜、確保す

る必要がある。 

・将来に向けた五条川堤の桜並木の存続は、治水機能の確保など、河川管理上の対策を

踏まえたうえ、関係機関と調整しながら取り組む必要がある。このことから、継続的

な近隣市との状況共有を行うとともに、桜保存会の設立準備を行っている。 

・尾北自然歩道の通行者の安全確保のための施設の更新が必要である。 

・近年、草刈りの要望が多く対応できない状況にある。 



令和６年度の

目標又は 

改善策 

・補助等を活用した土地改良事業で実施予定の排水路改修計画、整備を念頭におき、排

水路等の修繕、更新を行い、排水路施設全般の維持管理を行い、長寿命化を図る。 

・各区等からの河川・排水路に関する要望に対し、早期に回答するとともに、修繕等を

行う。 

・各区の浚渫要望は、現地の状況を勘案し、毎年同じ箇所とならないように計画する。

また、今後の排水路の改修計画と併せ、雑草対策の施工方法を検討する。 

・五条川堤の桜並木及び尾北自然歩道は、草刈りを行っている団体から情報を聞きなが

ら、危険箇所の対応を行う。また、堤防道路は、通行車両や歩行者に支障のないよう、

枝、枯死した幹及び枝を随時剪定し、維持管理を行う。 

・五条川堤の桜並木は、幹の空洞化や、菌等により病気にかかった桜を伐採、伐根を行

い、保全に努める。保存会設立のあかつきには、住民の方へのＰＲや「おおぐち観鋭

桜」を計画的な育成や植樹を行うと共に他手法での苗木育成を検討する。 

・尾北自然歩道の舗装修繕計画に基づき舗装を更新する。また、施設の更新として、休

憩施設や照明灯の塗装を行う。 

 
■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第５章 未来へと引き継ぐ環境保全とまちの活力を創造する 

基本政策 第１節 環境保全 

成

果

指

標 

五条川や桜並木などの整備・維持管理の状況の満足度 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

78.0% 80.7% 79.0% - - - - 82.0% 

 
■３年間の目標 

目標 尾北自然歩道の安全性向上のため、計画を策定の上、舗装・施設の修繕を行う。 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

「おおぐち観鋭桜」 

補植予定数（本） 

33 本 

累計 96 本 

35 本 

累計 133 本 

15 本 

累計 148 本 

40 本 

累計 188 本 

40 本 

累計 228 本 

「尾北自然歩道」 舗装修繕 

（１０か年計画） 
計画 

２か所 

整備 

1 か所 

整備 
適宜 適宜 

「尾北自然歩道」 施設更新   
ﾍﾞﾝﾁ 17 基 

四阿 2 基 

照明灯 9 基 

ﾍﾞﾝﾁ 17 基 

四阿 2 基 

ﾍﾞﾝﾁ 14 基 

四阿 2 基 
適宜 

 



■２年後、３年後の主な計画 
年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 尾北自然歩道舗装修繕計画（１０か年）に基づく整備 

Ｒ８年度 尾北自然歩道舗装修繕計画（１０か年）に基づく整備 

 

■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

4～6 

 

5～ 

 

6～ 

11～ 

随時 

通年 

用排水路浚渫の実施 

住民団体による河川敷道路の除草(年間通じ) 

桜の支障枝等の剪定 

尾北自然歩道：舗装・施設の更新 

業者委託による河川敷道路の除草 

「おおぐち観鋭桜」の補植 

排水路修繕等工事 

「おおぐち観鋭桜」の苗木育成管理 

 

 
■目標又は改善策に対する取組内容 

【工事請負費】 

 尾北自然歩道工事（舗装工事）           １工事  １１,５８３,０００円 

 排水路等維持工事               １３工事  １７,０４４,５００円 

 合計                            ２８,６２７,５００円 

  

【施設管理総括】 

 ・尾北自然歩道舗装修繕１０か年に基づく舗装修繕に着手（大屋敷）した。 

 ・排水路（植松地区）の玉石積み法面防護及び機能保全のためコンクリート覆工を実施(令和５年度

継続)。 

 ・排水路の断面確保と維持管理軽減のため法面張りコンクリート工を実施。 

 ・排水路の通水機能確保のため、直営班による草刈業務を通年で実施する他、４、５月時期を重点的

とした水路浚渫を地区要望及び現場状況を確認しながら適切に実施した。 

 ・五条川堤の桜の保全のため、尾北自然歩道を含む両岸の草刈りを地域団体に委託するとともに、地

域団体からの老朽樹木折枝情報等により折れた枝や周りに支障となる枝の剪定及び伐採を適宜実

施。 

 ・大栄橋歩道橋上流から五条橋の区間の老朽桜の伐根除去を行い、桜保存会、地域団体とともにおお

ぐち観鋭桜を補植した。 

 ・五条川堤の桜（ソメイヨシノ）及び後継種である大口観鋭桜の保全、育成活動を根付かせ次代に確

実に引き継ぐことを目的に、町内建設、造園事業者らを始めとする町内事業者を理事とした組織で

ある大口桜保存会を設立し、保全に対し対策を検討した。 

 ・尾北自然歩道及びリバーサイド桜橋公園の老朽化した照明灯の塗装塗り直しを実施。 

 



■評価 

・排水路法面防護等工事や定期的な草刈及び浚渫の実施が、排水機能の健全性を保つことに繋がり、近

年の短時間豪雨を始めとする越水、道路冠水等の軽減に寄与していると認識する。 

・尾北自然歩道は通学路に認定されている区間が少なくなく、舗装修繕実施により、通学路の安全対策

にも繋がっている。 

・直営草刈班による草刈は４名×週４日体制で実施しているものの、住民からの草刈り要望が非常に多

く、繁忙期には、相当の期間猶予をいただかないと要望に応えることが困難な状況が続いている。 

・五条川堤の桜（ソメイヨシノ及び後継種であるおおぐち観鋭桜）については、大口桜保存会の設立に

伴い、今後は、大口桜保存会を中心とした桜の保全、育成や広報活動を行っていくため、支援を行う

必要がある。 

 



令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 8-2-3-(4) 

事業名 調整池維持管理事業 

 
 
■基礎情報 

目的 安全で安心した生活環境の維持及び冠水対策のため、調整池の適切な維持管理に努める 

事務内容 

・調整池の維持管理・修繕  

現在における

経過又は課題 

・大口余野特定土地区画整理事業により建設された余野１号調整池及び余野２号調整池

は、建設後２０年以上が経過していることから、ポンプ等の更新・修繕を適宜行って

いる。 

・令和元年度に余野１号調整池及び余野２号調整池のポンプに不具合が見つかったた

め、修繕及び取替えを施工した。 

・調整池は、施設の老朽化に伴い、今後、修繕の増加が予想される。大雨時の一時貯留

施設としての機能を確保するためには、日常巡視や点検により、施設の不具合の早期

解消をしていかなければならないため、予算の確保が必要である。 

・県施設である奈良子川調節池と昭和川調節池は、愛知県一宮建設事務所から維持管理

業務を受託している。 

※昭和川調節池は、２年ごとに江南市と交替で管理。 

・余野２号調整池は、施設の有効利用の観点から、広場として開放しているが、ボール

遊びにて近隣に迷惑がかかることがある。 

 

令和６年度の

目標又は 

改善策 

・豪雨時に備え、各調整池（余野１号調整池、余野２号調整池、余野３号調整池、替地

調整池、新宮一丁目雨水貯留管）を定期的に点検し、維持管理を行う。 

・大雨時には、昭和川（余野１号調整池）及び五条川（西川原橋北）に設置されている

水位計と併せ、県にて設置された五条川（３箇所）、合瀬川（１箇所）水位計で河川

の水位状況を注視し、災害対応に活用する。 

・余野２号調整池は、利用者へ注意事項の周知を図り、引き続き広場として開放する。 

・余野３号調整池の上部利用（余野１号緑地）の一部緑化を図る。 



■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第３章 災害や犯罪に強く豊かな生活基盤を創造する 

基本政策 第１節 安全安心の地域社会形成 

成

果

指

標 

 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

        

 
■３年間の目標 

目標 大雨時に機能するよう日常管理を行う。 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

保守点検・日常管理 
点検 

修繕 

点検 

修繕 

点検 

修繕 

点検 

修繕 

点検 

修繕 

 
■２年後、３年後の主な計画 

年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 大雨時に機能するよう日常管理を行う。 

Ｒ８年度 大雨時に機能するよう日常管理を行う。 

 

■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

4～3 奈良子川調節池の維持管理委託契約 

余野等調整池の点検業務発注（町施設） 

施設修繕等工事 

※昭和川調節池は、２年ごとに江南市と交替で管理。 

 



■目標又は改善策に対する取組内容 

【工事請負費】 

 調整池ポンプ工事 １件（２号調整池）  ４９０，６００円 

 

【施設管理総括】 

 ・ポンプを有する調整池（余野１号調整池、余野２号調整、余野３号調整池、替地調整池）において、

ポンプの引き上げ点検、制御盤点検等を行い、同結果により、余野２号調整池ポンプのオイル漏れ

を確認したため修繕工事を実施。 

 ・地域団体に調整池（余野１号調整池、余野２号調整池、奈良子川調整池（県施設管理業務受託））

の草刈りを委託。 

 ・台風等による大雨等の荒天の際には、調整池の状況を確認の上、必要に応じて排水処理等実施する

ほか、河川の巡視及び水位計を確認することにより、河川の状況を把握し対応に備えた。  

 

■評価 

・草刈等実施する地域団体からの報告、及び職員による操作確認により調整池施設点検確認を行うこと

により、大雨荒天時の調整池機能を保つことができた。 

・「余野２号調整池」については、平常時に一般開放しているため、利用に関する近隣住民からの苦情

も一部あり、利用者マナーの向上を一層促す必要がある。 

・「余野３号調整池」については、令和６年度に上部を整備し、利便性を上げることができた。 

 



令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 8-3-3-(3) 

事業名 緑化推進事業 

 
 
■基礎情報 

目的 緑豊かな生活環境、秩序ある生活環境を維持するために、緑地の保全を行う。 

事務内容 

・緑地保全地区、保存樹木を健全に保全す

るため交付金事務 

・都市緑化推進事務 

・みどりの少年団の活動支援 

・みどりの募金事務 

 

現在における

経過又は課題 

・地域で親しまれ、大切にされている大木や古木、民有緑地を保全するための支援を行

っている。 

・コロナ禍で「ふれあいまつり」が中止されていたが、緑の募金活動も含め令和４年度

より苗木配布事業を再開した。今年度も苗木（ブルーベリー）の配布及びＰＲ版を掲

示することで、住民の緑化意識を高め、民有地の緑化に繋がるように取り組んでいる。 

・民有地の緑化推進のため、平成２８年４月、大口町都市緑化推進事業費補助要綱を策

定し、一定規模の優良な緑地等に補助金を交付することとし、ホームページ、広報紙

でＰＲを行った結果、令和４年度１件、令和５年度１件の申し込みがあった。 

・町制６０周年事業で整備した「役場南ひろば」（令和４年１１月１日供用）の中央広

場において、芝生化を求める意見があり、住民の方、保育園児親子の参加にて３００

０㎡の芝生張を行った。 

・小口城址公園（お堀）について、管理（草）しづらいとの意見があり、令和４年度に

暫定工事を行い、井戸水を利用し、水を貯めることで草の抑制を図ったが、十分な抑

制効果はみられなかった。今後の整備・管理について地区でアンケートを実施し、整

備方針を決定した。 

・森林環境譲与税の目的である木材利用促進や普及啓発に関する事業の創出 

・令和３年度は、多世代が集う憩い広場に「あずまや」（木造）を２基増設した。 

・令和４年度は、プロジェクトによる「木製人道橋（花見橋）」の整備に充てた。 

・令和５年度は、尾北自然歩道の木製休憩施設を更新した。 

・道路樹木においては、交通安全を最優先とし、樹木の減少が目立ってきている。 



令和６年度の

目標又は 

改善策 

・「ふれあいまつり」にて、苗木の配布等を行うことで、多くの住民に緑化に関心を持

ってもらえるように努める。 

・民有地の緑化を推進するため、あいち森と緑づくり事業を活用した、大口町都市緑化

推進事業のＰＲを実施する。 

・小口城址公園お堀整備については、地区および来場の方に、水辺環境や植生を楽しん

でいただけるよう植樹桝を設ける。植樹桝整備については愛知県の緑化事業補助制度

（県民参加緑づくり事業）を活用しながら、実施に向け調整を行う。 

・森林環境譲与税の有効利用を図る。 

  本年度は、西児童クラブ建設工事に充当する。 

・道路樹木については、交通安全を念頭に置き、防除等管理に努める。 

 
■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第５章 未来へと引き継ぐ環境保全とまちの活力を創造する 

基本政策 第１節 環境保全 

成

果

指

標 

緑化木配布数 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

170 本 200 本 0 本 0 本 50 本 200 本 400 本 300 本 

 
■３年間の目標 

目標 都市緑化推進事業補助制度を活用した民有地の緑化推進 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

大口町都市緑化推進事業（件） 1 1 1 1 1 

県民参加による緑化促進  
役場南ひろば 

（芝生） 

小口城址公園 

（植樹桝） 
  

 
■２年後、３年後の主な計画 

年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 
都市緑化推進事業補助制度の活用した緑化推進 

森林環境譲与税の有効活用事業の創出（尾北自然歩道施設改修又は他公共施設改修） 

Ｒ８年度 
都市緑化推進事業補助制度の活用した緑化推進 

森林環境譲与税の有効活用事業の創出（尾北自然歩道施設改修又は他公共施設改修） 

 



■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

4～ 

 

3 

10 

11 

 

2 

3 

 

4 9 

11 

 

大口町緑化推進事業費補助金の募集 

大口町緑化推進事業費補助金交付申請書受付、交付決定通知 

大口町緑化推進事業費補助金実績報告書、請求書受領、補助金交付 

都市緑化補助事業広報への掲載、住民への周知 

ふれあいまつり 苗木配布事業 

保全地区、保存樹木 

 保全地区、保存樹木の確認 

 交付金の交付 

緑の募金 

 役場窓口等で募金を実施 

 ふれあいまつり 

 
■目標又は改善策に対する取組内容 

・ふれあいまつりではブルーベリー苗木を配布することで、多くの市民に緑化に関心をもってもらえ 

 るように努めた。 

・都市緑化推進事業は広報への掲載（４月・１０月）並びにホームページにて事例紹介（写真掲載） 

を行うとともに、ふれあいまつりでの苗木配布時、掲示物にてＰＲに努めた。 

 公共施設の緑化事業として、小口城址公園の植栽桝のアヤメを植えるため愛知県の都市緑化推進事業

（県民参加緑づくり）を活用するよう交付申請を行い事業を実施した。 

・森林環境譲与税の使途に関する調書を作成しホームページで公表した。（毎年９月） 

 令和６年度は大口町西児童クラブ建設に、森林環境譲与を充当した。 

・「おおぐち観桜」を町内では、松江フォーゲルパークに寄贈２本・トヨタ部品センターに２本、堀尾

跡公園５本・大口中学校２本・五条川１５本の植樹を行った。 

 

■評価 

・令和６年度の大口町都市緑化推進事業は、１申請（東海理化）であった。ホームページを見て問い合

わせしたといった方が増えていると実感しており、引き続き周知に努める必要がある。 

・小口城址公園の植栽桝設置（都市緑化事業 県民参加緑づくり）のため、アヤメ植栽事業を行い町内

保育園児や地域団体も参加して植栽をすることができた。 

・森林環境譲与税について、令和６年度は大口町西児童クラブの建設に活用した。 

 



令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 8-3-4-(3) 

事業名 公園維持管理事業 

 
 
■基礎情報 

目的 住民の憩いの場所として、利用しやすい親しまれる公園をめざす。 

事務内容 

・老朽化した施設の更新、修繕 

・草刈り、樹木の維持管理 

・遊具、施設の安全点検 

  

現在における

経過又は課題 

・公園内の樹木がかなり成長し、定期的な剪定が必要で、維持管理に多くの費用がかか

るようになってきている。落ち葉について、近隣の居住者に迷惑がかからないように

対応する必要がある。 

・多世代が集う憩い広場では、日かげで休める場所の要望があり、令和３年度に、令和

元年度の全国植樹祭特別観覧席部材の再利用並びに森林環境贈与税を利用して、「多

世代が集う憩い広場」に「あずまや」を２棟設置した。 

・施設（遊具、トイレ）の更新計画を策定し、令和５年度は小口城址公園、上小口西児

童遊園他２園の遊具を更新した。引き続きランニングコストの平準化及び低廉となる

よう計画的に施設の修繕及び更新を図る必要がある。 

・平成１４年に供用開始した余野中央公園のローラー滑り台のローラー回転不良の報告

を受け、令和３年度から順次修繕を行う計画を策定し着手している。 

・トイレの老朽化に伴う改修に併せ、都市公園及び児童遊園の洋式トイレへの更新を進

める必要がある。平成３０年度に、秋田児童遊園は取替え、余野３号公園は増築し、

令和５年度は、更新計画により余野６号公園に増設し、トイレの洋式化を図った。 

・小口城址公園（展示室・物見櫓）の運営方法を検討し、開館時間の調整を行った。 

・小口城址公園（お堀）の草の管理がしづらいという意見があり、「お堀」の整備手法

について検討し、令和４年度に土の鋤取りを行った。左記の整備後、井戸水を利用し

て夏場、水を常時貯めることで、草等の状況を確認したが、草の抑制までには至らな

かった。また、令和５年１１月に地区にてアンケートを実施し、「堀底にコンクリー

ト打及び植樹桝設置による植樹」による整備要望があった。 



令和６年度の

目標又は 

改善策 

・地域住民の活動の場として、また、住民に愛着をもって公園を利用してもらうために

も、行政主体の管理運営ではなく、地域と行政との協働による管理運営を進めていく。 

・施設の更新としては、余野３号公園、秋田児童遊園の遊具を更新し、また、トイレの

洋式化としては、大御堂児童遊園の改築及び竹田公園は下水道供用地区となったた

め、接続工事及び洋式トイレの増設を行う。 

・「余野中央公園」のローラー滑り台の駒を引き続き計画的に取替える。 

・「小口城址公園（お堀）」は、愛知県の緑化事業補助制度（県民参加緑づくり事業）を

活用しながら、実施に向け調整及び整備を行う。 

・「余野 1 号公園」は、アンケートによる結果が整備案にて賛成多数であったため、施

設の増設整備を行う。 

・「役場南ひろば」は、雨水貯留施設も兼ねているため、雨天後の水はけが悪い状況と

なっている。改善を求める意見もあり、バスケットゴール周辺は舗装を行う。また、

近年、夏場の猛暑日が多くなっており、利用者の体調管理を考慮し、ミストを設置す

る。 

・桜の時期にあわせ、堀尾跡公園・役場南ひろば・花見橋等のＰＲを駅等にポスターの

掲出並びに常設看板の設置について関係部署と調整しながら引き続き検討を行う。 

 
■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第５章 未来へと引き継ぐ環境保全とまちの活力を創造する 

基本政策 第１節 環境保全 

成

果

指

標 

「緑地・公園などの憩の空間」の満足度 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

57.8% 67.9% 59.0% - - - - 70.0% 

 

成

果

指

標 

アダプトプログラムを活用している公園数 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

1 か所 1 か所 2 か所 2 か所 2 か所 3 か所 3 か所 3 か所 

 
■３年間の目標 

目標 施設更新計画を策定し、施設の更新を図る。 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

施設更新計画による施設整備 計画策定 施設更新 施設更新 施設更新 施設更新 

交付金を活用した施設整備  
役場南ひろば 

（芝生） 

小口城址公園 

（植樹桝） 

役場南ひろば 

（芝生化） 
 



■２年後、３年後の主な計画 
年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 計画に基づく施設更新 

Ｒ８年度 計画に基づく施設更新 

 

■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

4～ 

5～ 

 

 

 

 

2～ 

公園維持管理委託（樹木の剪定、トイレ等の清掃） 

小口城址公園（お堀）整備 

遊具の更新 

トイレ改修・増設 

遊具修繕（適宜） 

参考：「余野１号公園」及び「余野１号緑地」の整備は公園整備事業にて施行する。 

堀尾跡公園・役場南ひろば・花見橋等・桜ＰＲ：常設看板についても検討協議 

 
■目標又は改善策に対する取組内容 

【工事請負費】 

ミストポール設置工事（役場南ひろば）           ３,１２４,０００円 

バスケットコート舗装工事（役場南ひろば）      ５,６１１,１００円 

バスケットコート舗装工事(その２)（役場南ひろば） ６,２７０,０００円 

ＬＥＤブロック鋲設置工事（役場南ひろば）      １,２８７,０００円 

お堀整備工事（小口城址公園）                   ９,２２３,５００円 

洋式トイレ増設及び下水道接続工事（竹田公園）    ２,３４３,０００円 

公園トイレ改修工事（大御堂児童遊園）              ４,２９０,０００円 

遊具取替工事(その１)（余野３号公園）           ５３９,０００円 

遊具取替工事(その２)（秋田児童遊園）           ４２９,０００円 

ベンチ撤去・設置工事（余野３号公園）        １,２７９,３００円 

ベンチ設置工事（役場南ひろば）            ２５８,５００円  

 合  計                    ３４,６５４,４００円 

【施設管理総括】 

・年間を通じ、町内公園内の施設（トイレ、水栓等）修繕の実施。また、７か年計画で修繕を行なって

いる 

 余野中央公園のローラー滑り台のローラー取替修繕（４年目）を施工した。 

・遊具の保守点検（年２回実施）の結果を踏まえ、余野３号公園及び秋田児童遊園の遊具取替を実施し

た。 

・熱中症対策として役場南ひろばにミストポール設置を実施した。 

・トイレの洋式化計画に基づき洋式トイレ増設を実施した。（Ｒ６年度は竹田公園、大御堂児童遊園） 

 また竹田公園の下水道接続を行なったことで町内公園すべての下水切替が完了となった。 

・役場南ひろばのバスケットゴール利用状況を踏まえ、バスケットコート舗装を実施した。 

 



■評価 

・職員による公園の日常点検（月１回程度）実施により、施設の不良箇所や改善箇所の早期発見し 

 安全で快適に利用していただけるよう努めることができた。 

・遊具の保守点検により修繕が必要とされた余野中央公園のローラー滑り台のローラー取替につい 

 ては令和３年度より実施開始としており今後も計画的に取替を行う必要がある。 

・遊具の更新及びトイレ洋式化計画（共に長期計画）に基づき、順次更新を行う。 

 （費用平準化の為、複合遊具は２年毎計画） 

・小口城址公園お堀維持管理費軽減及び景観配慮検討のため地区アンケート調査実施。堀底コンクリー

ト打設、植樹桝設置による植樹整備要望があった為、緑化補助金を用いて整備を実施することができ

た。 

 



令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 8-3-4-(4) 

事業名 公園整備事業 

 
 
■基礎情報 

目的 
快適で健康的な生活環境や子どもたちの健全な遊び場、また、災害時の安全性の向上に

資する空間の提供を目的に整備を行う。 

事務内容 

・余野１号公園の段階的整備（Ｒ４～） 

・余野１号緑地の整備検討 

 

 

現在における

経過又は課題 

・「役場南ひろば」については、令和２年度にパブリックコメントを実施し、また、都

市計画法等各種手続を行った上で、用地取得及び実施設計を行った。整備については、

補助の採択を受けるため、愛知県と協議等を行い、「町制６０周年記念事業」として

令和３年度に着手し、令和４年１１月１日供用開始（プレオープン）を行い、令和５

年３月２６日の「町制６０周年記念式典」に併せて、完成披露を行った。 

・「仮）西屋敷公園」については、令和２年度に用地取得を行い、令和３年度は、平和

記念公園の芝生を転用して芝生を施工し、地元と協議しながら公園整備を進め、「西

屋敷いこい広場」と命名し、令和４年９月５日に供用開始した。 

今後、維持管理事業において、適正管理に努める。 

・「余野 1 号公園」は、平成２３年度より２か年での整備を予定していたが、近隣住民

の意向で中止した経緯がある。周辺に新しく住宅が建築されており、計画の段階から

住民の意見等を取り入れた整備を検討する必要があるため、令和４年度においては、

段階的整備（整地のみで供用開始：９月２３日）を行った。供用開始より１年経過し

利用者並びに近隣住民の意見を聞き、施設の充実を図る為、令和５年１０月よりアン

ケート調査を実施。令和６年度以降で整備を行う必要がある。 

・未供用施設である「余野１号緑地」について整備検討を行う必要がある。 

令和６年度の

目標又は 

改善策 

・「余野 1号公園」（令和４年９月２３日：供用）について、令和３年度実施アンケート

調査結果を基に、施設の整備案（遊具・ベンチ及び植栽設置）を作成し、再度近隣住

民へアンケート調査を実施した。利用者並びに近隣住民者から、抽出したご意見を基

に求められる施設の充実を行う。 

 

・未供用施設である「余野１号緑地」の整備を実施し、供用開始を行う。 



■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第５章 未来へと引き継ぐ環境保全とまちの活力を創造する 

基本政策 第１節 環境保全 

成

果

指

標 

「緑地・公園などの憩の空間」の満足度 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

57.8% 67.9% 59.0% － － － － 70.0% 

 

成

果

指

標 

町民 1 人当たりの公園面積：（都市公園＋緑地＋尾張広域緑道）㎡／整備翌年度４月１日人口 

目標値計画人口：２４，５００人 

H26 実績値 

22,882 人 

R1 実績値 

24,203 人 

R2 実績値 

24,310 人 

R3 実績値 

24,225 人 

R4 実績値 

24,234 人 

R5 実績値 

24,153 人 
R6 実績値 R7 目標値 

3.1 ㎡ 3.8 ㎡ 3.8 ㎡ 3.8 ㎡ 4.2 ㎡ 4.2 ㎡ 4.2 ㎡ 4.2 ㎡ 

 
■３年間の目標 

目標 
・「余野１号公園」の段階的整備 

・「余野１号緑地」の整備検討 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

余野 1 号公園 
方針決定 

段階整備 

段階整備

調整 
段階整備 

段階整備

検討 

段階整備

検討 

余野 1 号緑地   
整備方針

検討 
整備     

 
■２年後、３年後の主な計画 

年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 余野１号公園段階的（第３期）整備設計 

Ｒ８年度 余野１号公園段階的整備 

 



■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

4～ 「余野１号公園」段階的整備 

 

「余野１号緑地」整備 

 
■目標又は改善策に対する取組内容 

【工事請負費】 

余野１号公園整備工事（余野１号公園）  ２,６９５,０００円 

植栽帯工事（余野１号公園）       １,２８７,０００円 

余野１号緑地整備工事（余野１号緑地）  ９,５７０,０００円 

 合計                １３,５５２,０００円 

 

【総括】 

・余野１号公園については、令和３年度に実施した近隣住民の方を対象としたアンケート調査を実施。 

 整地のみとした段階的整備とし令和４年９月２３日に供用開始とした。 

 供用開始より１年経過し、さらなる施設の充実を図るため、再度行なったアンケート調査に基づき、

令和６年度に幼児用遊具、健康遊具及び、植栽帯設置を行なった。 

・余野１号緑地については、地区と整備検討の結果、駐車場として活用しやすい形への整備を実施した。 

 

■評価 

・余野１号公園については、近隣住民の意見やアンケート調査結果を基に整備を行なったことにより利

用者に合わせた整備実施を行うことができた。 

・余野１号緑地については、駐車場として活用しやすい様整備を実施し公園利用者や近隣施設(学供)

利用者にも活用いただいた。 

 



令和６年度 事業別行政経営計画書 

 

所属名 建設部維持管理課 予算科目 8-4-1-(3) 

事業名 町営住宅管理事業 

 
 
■基礎情報 

目的 
町内在住の困窮する低額所得者に対して低廉の家賃で賃貸することにより、生活困窮者

の生活の安定と社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

事務内容 

・町営住宅運営管理事務 

・町営住宅維持管理事務 

・長寿命化計画による修繕・改善の実施 

 

現在における

経過又は課題 

・これまで用途廃止する方針だった植松住宅は、平成３０年度に、過年度に実施した移

転等のアンケート、また、国の動向等を踏まえ、平成３１年度に長寿命化計画を策定

し、改善や修繕をしながら、町営住宅全体の長寿命化を図っていくことに方針決定し、

小口住宅と併せ、耐震性を確保した上で、存続する方向とした。 

・平成３０年９月、植松住宅入居者を対象とした説明会を開催し、前述の内容を説明し

た上で、入居者全体から了承を受けた。 

・令和元年度に「大口町町営住宅等長寿命化計画」を策定し、「植松住宅」においては、

緩やかに廃止するために、棟を集約するための工事を実行した。 

・令和２年度に全６棟の耐震診断を実施し、耐震性を有していることを確認した。 

・令和３年度から交付金を活用しながら、長寿命化整備を実施している。 

 ３年度：植松住宅Ｃ・Ｅ棟の水洗化並びに小口住宅Ａ・Ｂ棟の屋上防水・外壁等 

 ４年度：植松住宅Ｃ・Ｅ棟の屋上防止・外壁等並びに小口住宅Ａ・Ｂ棟の内装等 

 ５年度：小口住宅Ｄ棟の屋上防水・外壁等並びに植松住宅Ｃ・Ｅ棟の内装等 

・平成２４年度より入居募集停止したが、令和３年度から募集を再開し、随時、新規入

居者が決定している。 

・入居者の高齢化が進んでいるため、住宅のバリアフリー化を行うよう、福祉部局とも

連携しながら進める必要がある。 

・施設の維持管理及び改修には、予算の確保が必要である。 

令和６年度の

目標又は 

改善策 

・全棟耐震性を有していることが確認できたため、「大口町町営住宅等長寿命化計画」

に基づき、計画的に改修を行い、町営住宅全体の長寿命化を図るため、引き続き工事

を実施する。 

・本年度も引き続き、交付金を活用しながら、小口住宅Ｄ棟の共用階段に手摺を増設す

るともに、内装改修を行う。 

・計画的な改修を念頭におき、入居者の生活を営むに足りる住宅であるよう、引き続き

維持管理に努める。 

・高額所得者については、家庭状況を聞き取りし、適切に対応していく。 

・町営住宅の新規募集を行うため、小口住宅Ｄ棟（２戸）のリフォームを行う。 



■第７次大口町総合計画に定める事項 
総合計画の 

体系 

基本目標 第３章 災害や犯罪に強く豊かな生活基盤を創造する 

基本政策 第２節 生活基盤 

成

果

指

標 

 

H26 実績値 R1 実績値 R2 実績値 R3 実績値 R4 実績値 R5 実績値 R6 実績値 R7 目標値 

        

 
■３年間の目標 

目標 「大口町町営住宅等長寿命化計画」に基づいた計画的修繕 

項 目（単位） R4 実績 R5 実績 R6 実績 R7 目標 R8 目標 

植松住宅 Ｃ・Ｅ棟 
屋上防水 

外壁補修 
内装修繕      

小口住宅 Ａ・Ｂ棟 

       Ｄ棟 

Ａ・Ｂ棟 

内装修繕 

Ｄ棟 

屋上防水 

外壁補修 

Ｄ棟 

階段手摺 

内装修繕 

Ｄ棟 

給水施設 

内装修繕 

 

 
■２年後、３年後の主な計画 

年度 計画内容及び改善策等 

Ｒ７年度 ・小口住宅（Ｄ棟）   給水施設改修、内装修繕 

Ｒ８年度 ・各棟 随時修繕 

 

■作業工程（当該年度） 

月 作  業  内  容 

 

 

毎月 

8 

10 

12 

 

5 

6 

11 

随時 

町営住宅管理業務 

[運営管理] 

 納付書発送、督促状催告書発送 

 新規入居者募集 

 家賃決定 

 収入超過者認定、高額所得者認定通知 

[維持管理] 

 受水槽清掃 

 簡易専用水道検査、消防設備（消火器）点検 

 消防設備（消火器）点検 

 公園・空き家等除草処理 

 

【補助事業】 

小口住宅Ｄ棟 手摺増設 

【単独事業】 

小口住宅Ｄ棟 内装修繕 



 
■目標又は改善策に対する取組内容 

【工事請負費】 

町営小口住宅手摺設置工事（小口住宅Ｄ棟）  １,８５９,０００円（内補助金９２９,０００円） 

町営小口住宅内装改修工事（小口住宅Ｄ棟） １０,００８,９００円 

町営小口住宅鍵取替工事（小口住宅Ｄ棟）     ４６,２００円 

                     １１,９１４,１００円 

【施設管理総括】 

・「大口町町営住宅長寿命化計画」に基づき、施設の工事を行った。 

・給排水施設やトイレ、宅内の水漏れなど老朽化が著しい箇所や入居者からの修繕依頼に対し、生活に

支障が出ないように迅速に対応した。 

・小口住宅の受水槽・高架水槽の清掃及び水質検査等、定められた検査を実施した。 

・収入超過者へは通知書の送付、高額所得者へは通知書を送付し、計画書の提出及び面談を行った。 

 

■評価 

・「大口町町営住宅長寿命化計画」に基づき事業を施工し、入居者の生活の負担を軽減するため、工事

作業期間をなるべく短くなるよう計画し工事を行った。 

・「高額所得者」とは面談にて家計、家庭状況の聴き取りを行った。 

・家賃滞納者１名に対し、納入するよう説得を進めていたが、連絡が取れなくなり未納状態が続いてい

るため、対策を講じる必要がある。 

・令和７年度に入居募集をするため、内装の補修必要場所の聴き取りを行い、計画的に修繕を進める段

取りができた。 

 


